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【研究分野】
【キーワード】
【U R L】

埼⽟県⽴⼤学研究・地域活動シーズ2022-2023

●科学研究費補助⾦による研究代表者として、実務者（介護⽀援専⾨員、介護職、ソーシャルワー
カー、⽣活⽀援員、医師、看護師、作業療法⼠、理学療法⼠、薬剤師、栄養⼠等）、政策担当者
（国会議員、⾏政等）、システムベンダー等へ、F-SOAIPの普及・定着に向けたソーシャルアク
ションに取り組んでいます。 【 F-SOAIPの社会実装】

↑市町村⾃治体向け福祉相談⽀援システム

⾃治体の地域共⽣社会向けシステムにF-SOAIP搭載
〜ミクロ・メゾ・マクロレベルのデータ利活⽤によるDXの提案〜

社会福祉⼦ども学科 社会福祉学専攻

ソーシャルケア、対⼈⽀援 多職種連携、地域包括ケア
嶌末 憲⼦ 准教授

F-SOAIP、⽣活⽀援記録法、⾃治体、福祉相談、地域共⽣社会、重層的⽀援、地域課題、DX、ICT
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=198shima

研 究 概 要

講 座 テ ー マ 紹 介

アピールポイントなど

研 究 紹 介

●対⼈⽀援(保健・医療・福祉・介護・保育・教育・
⼼理・司法)の経過記録の⽅法として
F-SOAIP(エフソ・アイピー)を開発しました。

●この6項⽬で、経過記録を漏れなく勘違いなく、
効率的に書ける・読めるようになります。

●⾏政の相談⽀援における情報共有、事例検討、
OJT、スーパービジョン、リフレクションをはじめ、
業務分析などのデータ利活⽤に役⽴ちます。

●「⽣活⽀援記録法」「F-SOAIP」は、商標登録されています。
●著書︓嶌末憲⼦・⼩嶋章吾『医療・福祉の質が⾼まる⽣活⽀援記録法[F-SOAIP] 多職種の実践を可
視化する新しい経過記録』中央法規出版、2020年／分担執筆『ソーシャルワーク記録』誠信書房

●実践報告︓⽇本加除出版『住⺠⾏政の窓』令和3年1⽉号〜4⽉号連載の執筆者︓厚⽣労働省、⽣活
困窮者⾃⽴⽀援、地域包括⽀援センター、東京都特別区、福祉事業団、福祉事務所の専⾨職。

●F-SOAIP実践・教育研究所のHPより研修教材等をダウンロードできます。 http://seikatsu.care
本シーズの「多職種実践のPDCAサイクルを促進するF-SOAIPによる好循環」もご確認ください。

㈱TKC、相談⽀援サービス
の質と⽣産性の向上へ
「福祉相談⽀援システム」
を機能拡充
https://www.tkc.jp/news/
2020/20200513
ニュースリリース所収の図
※2020年 6月 16日付『下
野新聞』11面「福祉・介
護・医療情報共有を⽀援」
にも掲載

⾃治体担当者向け

●⾃治体向け︓重層的⽀援体制の実現〜多機関多職種の協議体におけるF-SOAPIの活⽤〜

F-SOAIPテキスト
中央法規出版


